
（１）実車運行等の定義について 

距離による基準の考え方 ３ 

（２）昼間ワンマン運行の一運行の実車距離について 
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実車運行 
回
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実車距離は５００ｋｍまで 

①昼間ワンマン運行の一運行の実車距離は原則500kmを超えてはいけません。 

昼間ワンマン運行の一運行の実車距離は、５００ｋｍ（次のイ又はロに該当する場合
にあっては、６００ｋｍ）を超えないものとします。 
 

  イ 当該運行の運行直前に１１時間以上の休息期間を確保している場合 

  ロ 当該運行の実車運行区間の途中に合計１時間以上（分割する場合は、１回連続２０分以上）
の休憩を確保している場合 

 
※なお、５００ｋｍを超える運行等を行う場合には、乗務中の体調報告、デジタル式運行記録計による運行管理が必要
になりますので、これらについては本解説書の１６ページをご参照下さい。 

 

昼間一運行 
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実車運行等の定義は以下のとおりです。 

 実  車  運  行 ：旅客の乗車の有無に関わらず、旅客の乗車が可能として設定した区間の運行
をいい、回送運行は実車運行には含まない。 

 実  車  距  離 ：実車運行する区間（以下単に「実車運行区間」という。）の距離をいう。 
 一運行の実車距離 ： １人の運転者が一運行で運転する実車距離をいう。 
 １日の合計実車距離： １人の運転者が１日の乗務で運転する実車距離の合計をいう。 



①夜間ワンマン運行の一運行の実車距離は原則400kmを超えてはいけません。 

（３）夜間ワンマン運行の一運行の実車距離について 

夜間ワンマン運行の一運行の実車距離は、４００ｋｍ（次のイ又はロ（貸切委託運行
にあってはイ）に該当する場合にあっては、５００ｋｍ）を超えないものとします。 
 

  イ 当該運行の運行直前に１１時間以上の休息期間を確保している場合 
  ロ 当該運行の実車距離１００ｋｍから４００ｋｍまでの間に運転者が身体を完全に伸ばして仮眠 
    することのできる施設（車両床下の仮眠施設等を含む。ただし、リクライニングシート等の座 
    席を除く。）において仮眠するための連続１時間以上の休憩を確保している場合 
 
※なお、４００ｋｍを超える運行等を行う場合には、乗務中の体調報告、デジタル式運行記録計による運行管理が必要
になりますので、これらについては本解説書の１６ページをご参照下さい。 

③ただし、昼間ワンマン運行の実車運行区間の途中に合計１時間以上の休憩（分割する場合は、１回
連続20分以上）を確保している場合は600kmまで昼間ワンマン運行を行うことが可能です。 
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夜間一運行 
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１h 
休憩 

昼間一運行 

昼間一運行 

○実車運行の途中に１
時間のまとまった休憩 

○実車運行の途中に１
回連続20分以上で合
計１時間の休憩 

②ただし、昼間ワンマン運行の運行前の休息期間を１１時間以上確保している場合は600kmまで昼間
ワンマン運行を行うことが可能です。 
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実車距離は６００ｋｍまで 

11h以上の休息 

昼間一運行 
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③自社運行であって、当該運行の実車距離100ｋｍから400ｋｍまでの間に運転者が身体を完全に伸

ばして仮眠することのできる施設※において仮眠するための連続１時間以上の休憩を確保している場
合には500kmまで夜間ワンマン運行を行うことが可能です。 

※車両床下の仮眠施設等を含む。ただし、リクライニングシート等の座席を除く。 
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実車距離は５００ｋｍまで 
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１h 
仮眠休憩 

実車100km-400km地点 
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実車距離は４００ｋｍまで 

夜間一運行 

実車 
運行 

１h 
仮眠休憩 

実車100km未満の地点 

○実車距離100-400km地点で仮眠休憩１時間 ○実車距離100-400km地点以外で仮眠休憩１時間 

－高速乗合バスの仮眠施設の解説－ 

②夜間ワンマン運行の運行前の休息期間を１１時間以上確保している場合には500kmまで夜間ワン
マン運行を行うことが可能です。 

１1h以上の休息 
回
送 

実車運行 
回
送 

実車距離は５００ｋｍまで 

夜間一運行 

（例） 床下仮眠施設 （例） リクライニングシート 

身体を完全に伸ばして仮眠できる施設 ○ 身体を完全に伸ばすことができない施設 × 
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（例） 車内の仮眠施設 



（４）１日の合計実車距離について 

 １人の運転者が同じ１日の乗務の中で、２つ以上の運行に乗務する場合には、１日の
合計実車距離は６００ｋｍを超えないものとします。ただし、貸切委託運行を除き、１週間
当たり３回まで、これを超えることができるものとします。 

②１日の合計実車距離は、貸切委託運行を除き、１週間当たり３回まで、上限６００ｋｍを超えることが
できるものとします。 

月曜 ６５０ｋｍ 

月曜 ４００ｋｍ 

火曜 ４００ｋｍ 

水曜 ６５０ｋｍ 

木曜 ６５０ｋｍ 

金曜 ６５０ｋｍ 

土曜 休息 

日曜 休息 

（例１） ○ 
６００ｋｍ超え３回 

６００ｋｍ超え３回 

６００ｋｍ超え４回 

（例２） × 
６００ｋｍ超え４回 
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※なお、５００ｋｍを超える乗務を行う場合には、乗務中の体調報告、デジタル式運行記録計による運行管理が必要になります
ので、これらについては本解説書の１６ページをご参照下さい。 

①１日の合計実車距離は、始業から２４時間以内に運転した実車距離の合計とします。 
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翌日（火）の1日 

翌日（火曜）の合計実車距離 
200km + 210km + 200km 
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2:00 2:00 
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